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要 旨

メタン発酵は、有機性廃棄物からメタンとしてエネルギーを、また、残渣液を液肥として回収する資源循環技術
である。残渣液は、硝化処理を行ったあとにろ過して固液分離する改質処理を行うことで養液栽培のための培養液
が得られる。ただし、この改質過程では副産物として余剰汚泥が生じる。余剰汚泥には残存植物栄養塩および硝化
細菌群が含まれており、これらを固形培地に混合することで栽培に有効利用できる可能性がある。本研究では、余
剰汚泥の固形培地への混合が、植物栄養塩や硝化機能の付与を通して植物成長に及ぼす効果について検討した。
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